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2 0 1 4年 7月3 1日

般社団法人日本プライマリ・ケア連合学会
理 事 長 殿

以下に記載した内容で，貴学会の試行事業における病院総合医養成プログラムとして認定を更新

していただけますよう申請いたします ．

プログラム責任者署名（自署） 伺ロ占キぇ
1 プ口グフム名称

医療生協さいたま ・ 病院総合医養成プログラム

2. プログラム震任者
プログラム笈任者氏名 関口出希公 I 学会会員番号 I  

所属・役職 埼玉協同病院 後期研修委員・さいわい診療所 所長

所在地・連絡先 住所 〒333-0831
電話 048-296-4771 FAX 048-296-7182 
E-mail yukki1@tea.ocn.ne.jQ

連絡担当者氏名ヘ役職 市川大布ti .教育研修室課長 ＊プログフム資任者と別に連絡
担当者がし、る場合のみ記載

連絡先 電話 048-296-5822 FAX 048-296-824 7 
E-mail ishi@mcp-saitama.or.jp

3. 貴重近1年間のプロク。 フムの概要
・研修者の感想や、アピーノレポイントをお書きください

総合内科病棟で12～3人程度の忠者を受け持ちます。その他に、訪問診療l単位、診療所l 単位、ERi
単位、急患、外来l単伎を行います。
当｜涜は消化器内科、呼吸器内科が別の病棟で、その他の内科疾患が総合内科の担当になります。そのた
め、心不全や感染症、脳血管疾患、血液疾患（とくに悪性ジンパ臆や ITP）を受け持つことが多いのが
特徴です。また、高齢者の誤嚇性姉炎や認知症終末期患者の代替栄養を行うかどうかの検討では、悩む
ことが多く、4分割法を利用した他職種カンファレンスを行っています。
外来、入院、診療所、訪問診療、ERと さまざまな場面で患者と接することができとても充実していま
す。経験できる症例も多く、幅広い疾忠に対しである程度の臨床能力が身についた実感があります。

また、初期研修医が最初の4か月間を過ごす教育病棟でもあり、研修医l年目、2年目と一緒に患者を
受け持ち指導も行し、ます。電子カルテの使い方や書き方、病歴I聴取、身体診察の仕方、紹介状や主治医
意見書の書き方などさまざまなことを指導します。また、研修医は診断のついていない頭痛、不明熱、
貧血などの精査を行う患者を担当することが多いため、鑑別診断をすすめ検査、治療をともに行ってい
きます。2年目の研修医には癒の告知も行ってもらいます。
研修医の指導は、 l 年目については、lか月目は週l §Iの振り返り、2か月目から月l聞の振り返りを

「J辰り返りシー トJを利用して行っています。l年でのベ4人の研修指導を行いましたが、 人ひとり
さまざまな研修医がいて指導のむずかしさを実感するとともに、2年目で2回目にロ ーテー卜してきた
研修｜去の成長した姿をみられるのが楽しみでもあります。3年目以降にも残って研修を続けてもらえる
ような魅力ある総合内科をつくっていきたいと思っています。








